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応募対象者 :埼玉県に関連したものづくり企業

埼玉県マスコット 埼玉県マスヨット
「コア`トンJ   「さぃたまっち」

開催日程:平成30年11月 6日●

会 場:新者静渉ビジネス交流プラザ

コンテスト

共 催 後 援



ものづくり技術から医療イノベーションヘ

ア
（
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1.目的

埼玉県では、「稼ぐ力」を育て、地域の経済力・活力を維持するために、医療イノベーションプロジェクトを推進しています。これは、

将来的に成長が見込まれる医療関連分野の研究開発を実用化・製品化に結びつけることで、医療関連産業の育成・集積を図るものです。

本コンテス トは、プロジェク トの趣旨に適う医療機器・福祉機器の試作品を表彰し、今後の市場化を支援するとともに、埼玉県の医療

関連産業の一層の振興を図ることを目的として実施するものです。

2.応募概要

(1)主催 :埼玉県

(2)コ ンテス ト開催日 :平成30年 11月 6日 (火)13:00～ 17i00(予定 )

(3)コ ンテス ト開催場所 :新者脱ふビジネス交流プラザ

(〒 338‐O001埼玉県さいたま市中央区上落合2丁目3-2)

(4)応募対象者

埼玉県内で応募作品 (試作品)の事業化を目指す企業とします。具体的には、以下のいずれかの条件に当てはまる企業です。

a 応募者となる企業が、埼玉県内に本社または事業所等を有していること

b.応募作品の事業化に向けた過程 (部材供給～ F万日発～製造～生産～販売等)に関わる企業が、埼玉県内に本社または事業所

等を有していること

(5)応募対象分野

以下の分野に当てはまる機器等の試作品 (プロトタイプ)を応募対象とします。なお、既に製品化 (事鶉化)されているもの

は応募対象外となります。

① 医療分野 :疾病の診断及び治療、予防を目的に使用される機器等 (非医療機器も含む)

② 福祉・介護分野 :障がい者・高齢者等の日常生活上の便宣を図るために使用される機器等

③ ヘルスケア分野 :健康の維持・増進を目的に使用される機器、ソフトウエア、ウエアラブルデバイス、モバイルヘルス等

(6)応募の留意点

応募の際は、下記 (3)に記載のウェブページより応募要領をダウンロードいただき、記載された留意事項を確認してください。

(フ)応募期間

平成30年フ月10日 (火)～平成30年 8月 27日 (月 )17:OOメ 切

(8)応募要領・応募用紙

埼玉県ホームページ (httpプ /www,pref.saitama.tg.jp/a0812/kikicon201 8.htmは たはhttpsi〃www.saitama― teading―

edge― project.Jp/medica1/contest/)か らダウンロードしてください。
参力ll費無料。

(9)提巴先・問い合わせ先

〒100-8141 東京都千代田区永田翻丁2-1餅3

埼玉県 「医療機器等試作品コンテス ト」事務局

帥三菱総合研究所 ヘルスケア・ウェルネス事業本部 担当 (小室、山□、藤井)宛
電子メール:kikicon― saitama@mri.co.jp

TELi03‐6705-6188(平日9:30～ 17:30土 日祝日を除く)

FAX:03-515アー2143
※平成30年 8月 9日 (木)～8月 19日 (日 )は夏季体業期間

提出 :郵送にて受け付けます。詳細は応募要領をご覧ください。

審査の流れ

① 事前審査 :応募作品を書類選考によつて8案件程度を選定。

② 本
~番
査  :コ ンテスト当日は、応募試作品のプレゼンテーション及び個別での試作品の見学の結果にもとづき審査委員の

審査を経て、各賞を決定。審査結果は後日連絡。

表彰対象

グランプ〔ジ (賞金500万円)、 塔グランプリ (賞金300万円)、 アイデア賞 (賞金200万円)、 技術賞 (賞金200万円)等を予定

しています。

コンテスト当日の参力B者

医療機器に関連する業界団体・協会、支援機関、大学研究機関等からの参力8者を予定しています。参加希望者は、10月上旬に

募集いたします (別途ご案内いたします)。

その他

受賞者に対し、彩の国ビジネスアリーナ2019(仮)等への出展を予定しています。また、コンテスト終了後、受賞者を対象に

表彰式を行う予定です (2019年 1月 頃)。 受賞者は、追跡調査 (受賞後の事業化に向けた活動等に関する情報提供等)に ご協

力いただきます。
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